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Gl(kW) G2(kW) G3(kW) 
casel 400 400 400 
case2 400 400 × 
case3 400 O × 
case4 800 400 × 
負荷の消費電力はどれも 400kW定インピーダンスである













































-O.03965(S2 -O.9089s + 18.36) 
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j8.172 -0.6335 :t casel 
j8.332 -0.8520土case2 
j8.830 -0.8720土case3 
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手法としては SMES1で系統に電力変動を与える。 S舵S2は 1ine aの電力変動がOにな
るように安定化制御を行う。この実験結果を図 10に示す。全体系統の動揺モードは、 G4
が支配的な低周期モードと部分負荷系統が支配的なモードが存在する (case1) 0 SMES2で








































図12 主系統からの潮流がある条件で解列。 SMES無しでは、周波数低下するが、 SMES
有りでは、電力の過不足分補償を速やかに行い周波数を維持できる。再投入時も SMESの
有効・無効電力制御により、電圧・周波数・位相調整をして安定な同期投入が出来ている。
3.まとめ
本研究では SMESによる分散電源を含む負荷系統の状態把握を提案し、チャープ信号を
用いた負荷系統の状態把握について報告した。実験結果からはチャープ信号を用いた負荷
系統の状態把握が可能であることが確認できた。しかも有効電力、無効電力を同時に制御
したチャープ信号を用いる方法によると、系統に与える電圧変動の影響を小さく抑えたう
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えで系統の状態を把握できる可能性が示された。さらにシステム同定の手法により、 SMES
のチャープ信号入力に対する負荷系統の伝達関数を求めることで、固有値の情報から負荷
系統の運転状態を把握できることも示された。
また、非回転系発電機が配電系統に連系された場合の SMESを用いた配電系統の運転状態把
握に関して、回転型あるいは非回転型分散型発電機の台数、設讃位置・構成、配電系統の電圧分
布、など様々な状態を考え、潮流、電圧、慣性による国有周波数の変化について考察し、 SMES
からの微小電力変動に対する配電系統の応答から、設置されている分散電源の構成や電圧プロフ
ァイルなど運用状態の把握がある程度可能で有用であることを模擬実験によって確認した。
さらに、上位系統での事故によって切り離されたときの SMESを用いた有効電力モデ、ュレー
ションによる単独運転検出、および高速電力制御機器による自立運転への移行実験などを行い、
その有用性を確認した.
今後分散電源はますます増加するものと予想され、それにともなって分散電源を含む負
荷系統の状態を把握することがますます重要な課題となると思われるが、提案した SMES
による負荷系統の状態把握手法を用いれば系統運用に有用であると考える。得られた伝達
関数をどのようなモデルとして負荷モデルに適用するかが今後の課題となる。
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